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公共施設建て替え 築 31 年以上 50 年未満の公共施設の大規模改修 公共施設大規模改修 インフラ更新など（橋梁） インフラ更新など（道路）

（億円）

H27 H32 H37 H42 H47 H52 H57 H62

公共施設建て替え 築 31 年以上 50 年未満の公共施設の大規模改修
築 31 年未満の公共施設大規模改修 インフラ更新（橋） インフラ更新（道路）

■グラフ①（更新費用の推移）

■グラフ①は、今
ある公共施設の規
模を維持したまま
で、更新や改修を
した場合の費用を
示しています。ま
た、上・下水道施
設は、利用料金で
運営しているた
め、除いています。

　施設
これからを考える

■問合せ■　公共施設マネジメント室　 （740）3737

半世紀近くたった今
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら
約
半
世
紀

　
昭
和
40
年
代
前
半
か
ら
50
年
代
ご
ろ
、
市
内
で
大

規
模
宅
地
開
発
が
進
み
ま
し
た
。
開
発
面
積
は
約

９
７
０
㌶
。
市
域
全
体
の
お
よ
そ
５
分
の
１
の
広
さ

で
す
。
公
共
施
設
の
ほ
か
、
道
路
や
橋
、
上
・
下
水

道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
施
設
が
急
速
に
整
備
さ
れ
、

人
口
は
急
増
。
小
・
中
学
校
も
集
中
的
に
建
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
半
世
紀
近
く
が
た
っ
た
今
、
老
朽
化
が
進
み
、
近

い
将
来
一
斉
に
建
て
替
え
や
改
修
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
そ
れ
ら
に
必
要
な
費
用
は
、
今
後
40
年
間
で
総

額
約
２
０
７
９
億
円
（
グ
ラ
フ
①
参
照
）。
１
年
当

た
り
約
52
億
円
の
計
算
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
10
年
の

工
事
な
ど
に
掛
け
て
き
た
費
用
の
平
均
は
約
41
億

円
。
こ
の
ま
ま
だ
と
毎
年
約
11
億
円
不
足
す
る
見
込

み
で
す
。

　
公
共
施
設
は
学
校
や
保
育
所
、
公
民
館
な
ど
市
民

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
ば
か
り
。
そ
れ
で
も
、
今

の
ま
ま
全
て
を
建
て
替
え
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が

公
共
施
設
の
あ
り
方
を
検
討

　
市
は
、
昨
年
「
川
西
市
公
共
施
設
等
あ
り
方
検
討

委
員
会
（
以
下
検
討
委
員
会
）」
を
設
置
し
、
委
員

と
な
っ
た
市
民
や
大
学
教
授
な
ど
の
学
識
経
験
者
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
建
て
替
え
に
せ
よ
、
改
修
に
せ
よ
、
多
額
の
費
用

負
担
が
必
要
と
な
る
公
共
施
設
。
次
ペ
ー
ジ
で
は
、

そ
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
の
現
状
と
課
題
を
紹
介

し
ま
す
。

毎
年
必
要
な
経
費
は
約
52
億
円

特集   子どもたちの未来へ伝えるもの　

公
共

昭和50年代に開発・工事が進められた湯山台付近（合成）

老朽化が進む市の施設。利用する時

この家族のように思った人がいるかもしれません

多くが建設から 30 年以上たち、皆さんのニーズに

合わなくなってきていることもあるでしょう

今号では子どもたちの未来のために

これからの公共施設はどうあるべきかを考えます

一斉に迫る建て替えの時期
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100
million

供給処理施設  2.4％ 社会教育系施設  1.9％

学校教育系施設
　　　　45.3％

公営住宅
17.8％

行政系施設  8.2％

市民文化系施設  8.3％

保健・福祉施設  4.4％

子育て支援施設  3.0％

スポーツ・
レクリエーション系施設  3.1％

その他施設  1.7％

市立川西病院（病院本館）  3.9％

45 2016.04

の
後
も
伸
び
続
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
は
減
少
が
続
く
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
③
参
照
）。

　
市
の
税
収
や
施
設
の
利
用
者
数
を
左

右
す
る
人
口
。
公
共
施
設
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

機
能
に
注
目
し

柔
軟
に
見
直
す

　
施
設
全
体
の
中
で
面
積
が
大
き
な
割

合
を
占
め
る
学
校
施
設
。
一
斉
に
迎
え

る
建
て
替
え
時
期
に
連
動
し
て
、
そ
の

費
用
が
増
大
す
る
見
込
み
で
す
。

　
従
来
、
公
共
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
機
能
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
活
動
す
る
「
空
間
を
提
供
す

る
機
能
」や
、福
祉
、教
育
な
ど
の「
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
機
能
」
な
ど
で
す
。

　
し
か
し
、
今
後
、
人
口
が
減
っ
て
い

く
状
況
で
は
、
た
く
さ
ん
の
異
な
る
機

能
を
併
せ
持
つ
も
の
や
、
同
じ
よ
う
な

機
能
を
集
約
す
る
も
の
な
ど
、
施
設
の

あ
り
方
を
よ
り
柔
軟
に
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
当
た
り
前
が
、

当
た
り
前
で
な
く
な
る
見
直
し
。

　
そ
の
方
向
性
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
探
る
第
１
歩
と
し
て
、
小
学
校
区

ご
と
に
説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
（
表
②
参
照
）。
公
共
施
設
を
取

り
巻
く
現
状
や
課
題
を
共
有
す
る
た
め

の
説
明
会
。
地
域
に
関
係
な
く
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

施
設
の
現
状
を
見
る

　
本
市
に
は
26
年
３
月
時
点
で
、
市
役

所
の
ほ
か
、
消
防
庁
舎
や
小・中
学
校
、

図
書
館
な
ど
２
３
３
の
公
共
施
設
が
あ

り
ま
す
。

　
内
訳
は
、
施
設
区
分
別
の
延
べ
床
面

積
で
見
る
と
、
学
校
教
育
系
施
設
が

45
・
３
％
で
最
多
。
半
分
近
く
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
次
い
で
公
営
住
宅
が
17
・
８
％
、
市

民
文
化
系
施
設
や
行
政
系
施
設
が
共
に

８
％
台
で
す（
グ
ラ
フ
②
、表
①
参
照
）。

こ
れ
ま
で
公
共
施
設
は
、
そ
の
時
々
の

必
要
性
に
応
じ
て
建
設
さ
れ
、
総
床
面

積
は
約
37
万
６
千
平
方
㍍
に
ま
で
増
加

し
ま
し
た
。

　
減
少
が
予
想
さ
れ
る
人
口

　
市
の
人
口
推
計
は
、
施
設
の
見
直
し

に
は
欠
か
せ
な
い
要
素
の
一
つ
。
大
規

模
団
地
の
開
発
に
よ
り
急
増
し
た
人
口

は
、
昭
和
48
年
に
10
万
人
を
超
え
、
そ

9
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H72H67H62H57H52H47H42H37H32

万人

万人

万人

万人

万人

150,512
146,145

141,182
135,632

130,226
125,253

115,750
110,716

120,564

149,939

144,297
137,732

130,842

124,134
117,597

110,971

103,934
96,554

効果的な施策を展開した場合
社人研推計準拠による場合

■表①（施設区分ごとの延床面積）

施設を取り巻く現状を共有し、共に考える

人
口
減
少
の
時
代
　
　
　

　
　
推
計
か
ら
見
る
現
状
と
課
題

４月９日㈯ 桜が丘小学校区

明峰小学校区

けやき坂小学校区

川西小学校区

多田小学校区

東谷小学校区

清和台・
清和台南小学校区

午前 10 時から
総合センター
午前 10 時から
清和台公民館
午前 10 時から
明峰公民館
午前 10時から
けやき坂公民館
午前 10 時から
川西小学校

午前 10 時から
多田公民館

午前 10 時から
東谷公民館

日程 対象地域 時間・場所

５月８日㈰

５月７日㈯

４月30日㈯

４月24日㈰

４月23日㈯

４月17日㈰

４月16日㈯

川西北小学校区

多田東小学校区

牧の台小学校区

北陵小学校区

加茂小学校区

久代小学校区

緑台・
陽明小学校区

午後３時から
中央公民館
午後３時から
多田東会館
午後３時から
牧の台会館
午後３時から
北陵公民館

午後１時半から
加茂ふれあい会館

午後３時から
多田グリーンハイツ
第２自治会館

午後３時から
川西南公民館

対象地域 時間・場所

■厚生労働省の機関で
ある「国立社会保障・人
口問題研究所（社人研）」
が、平成25年3月に行っ
た人口推計では、平成
72年の川西市の人口は
９万 6,554人。しかし、
今後も出生数を維持し、
人口の流出が進まない
よう効果的な施策を展
開することで、推計よ
り約 1万 4,000人の減少
を抑え、11万人を確保
することを目標にして
います。

■グラフ③（人口推計） ■グラフ②（施設区分ごとの面積割合）

■表②（地域別説明会の日程）

■この説明会は、公共
施設を取り巻く状況を
説明し、市民の皆さん
とそれらの課題を共有
するために開催します。
また市では、この説明
会やパブリックコメン
ト（意見募集）でいただ
いたご意見を参考に、
今後の公共施設の整備
に関する方向性を示す
「川西市公共施設等総合
管理計画」を策定して
いきます。

特集   子どもたちの未来へ伝えるもの　

8.237行政系施設（市役所本庁舎、消防庁舎など） 30,649

45.325学校教育系施設（小・中・特別支援学校） 170,317

1.97社会教育系施設（郷土館、図書館など） 7,118

8.362市民文化系施設（公民館、自治会館など） 31,282

4.417保健・福祉施設（保健・総合センターなど） 16,586

3.023子育て支援施設（幼稚園、保育所など） 11,482

17.819公営住宅（市営住宅など） 66,858

2.43供給処理施設（ごみ処理施設など） 8,942

3.91市立川西病院（病院本館） 14,540

1.721その他施設（駐輪場、倉庫など） 6,616

100.0233合計 375,978

3.118スポーツ・レクリエーション系施設
（体育館、市民プール、運動場など）

11,588

構成比（％）延床面積（㎡）施設区分 施設数

市内の公共施設
減少する人口に
必要となる発想



67 2016.04

複合施設のイメージ

ふれあいプラザや中央公民館の機能に加え、子
育て関連機能を集約した施設。共用会議室やラ
イブラリーコーナーのほか、防災・備蓄倉庫な
どの機能をプラスし、新たなにぎわいと機能の
充実を図る。

福祉や公民館などの施設を集約
　　　　　　　▼

　
最
後
に
「
公
共
施
設
等
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
の
小
西
委
員
長
に
、
委
員
会

の
議
論
か
ら
見
え
て
き
た
本
市
の
公
共

施
設
の
再
編
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
に
応
じ
た
施
設
の
再
編

　

川
西
市
は
高
度
経
済
成
長
の
時
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
に
合
わ
せ
て
人

口
が
急
増
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設

の
整
備
も
進
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
れ
か
ら
40
年
後
の
人
口
は
約
25
％
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
人
口
に
合
わ
せ
て
公
共
施

設
を
整
備
し
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、

人
口
減
少
の
局
面
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ

に
見
合
っ
て
減
ら
す
と
い
う
認
識
を
持

つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
話
は
一
般
的
に
総
論
で

は
賛
成
し
て
も
ら
え
ま
す
が
、
一
つ
一

つ
の
施
設
の
廃
止
や
縮
小
と
な
る
と
、

な
か
な
か
ま
と
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

対
話
が
導
く
ま
ち
づ
く
り

　
他
の
自
治
体
と
比
較
し
て
、
川
西
市

は
「
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
が

進
ん
だ
ま
ち
で
す
。ま
た
、地
域
の
方
々

は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
中
に

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
一
定
把
握

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て

公
共
施
設
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
か
、
今
後
の
人
口
や
財
政
状
況
な
ど

の
長
期
的
な
見
通
し
を
も
っ
て
市
民
と

市
が
し
っ
か
り
と
、
し
か
も
丁
寧
に
対

話
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
対
話
を
通
じ
て
、
公
共

施
設
が
ま
ち
づ
く
り
に
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
、
市
民
と
市
、
双
方
が
認
識
を

深
め
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
、
川
西
ら

し
さ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
進

め
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

文化ホールやスタジオを完備
　　　　　　▼ 従来の文化会館より席幅に余裕を持たせたほ

か、小さな子どもと一緒に鑑賞できる親子席を
設けるなど設備を充実。大ホールや大会議室、
スタジオを完備し、利便性の向上も図る。

全
国
の
事
例
を
参
考
に

　

全
国
の
自
治
体
で
も
、
同
様
に
起

こ
っ
て
い
る
公
共
施
設
の
更
新
問
題
。

各
自
治
体
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
合
っ

た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
他
市
の
事
例
で
は
、
小
学
校
と
公
民

館
を
合
わ
せ
た
複
合
施
設
や
、
学
校
ご

と
の
プ
ー
ル
を
廃
止
し
て
民
間
施
設
を

利
用
す
る
な
ど
、
今
ま
で
は
な
か
っ
た

よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

複
合
施
設
で
利
便
性
を
向
上

　
本
市
で
も
、
現
在
進
め
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
老
朽
化
が
進
み
、
建
て

替
え
時
期
が
迫
っ
て
い
る
文
化
会
館
や

中
央
公
民
館
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
。
こ

れ
ら
の
施
設
は
、
30
年
４
月
、
キ
セ
ラ

川
西
内
に
複
合
化
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

　
目
的
別
に
施
設
を
持
つ
と
い
う
従
来

の
考
え
方
を
変
え
、
い
く
つ
も
の
施
設

を
一
つ
に
ま
と
め
て
、
複
合
化
を
図
ろ

う
と
い
う
試
み
。
利
便
性
の
向
上
な
ど

が
目
的
で
す
。
防
災
・
備
蓄
倉
庫
な
ど

の
新
た
な
機
能
も
備
え
、
人
と
人
と
の

交
流
や
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
出
す
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
新
し
い
カ
タ
チ
を
創
る

　

高
度
経
済
成
長
期
、
人
口
急
増
に

伴
っ
て
次
々
と
誕
生
し
た
本
市
の
施

設
。
市
民
や
地
域
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
建
て
替
え

の
時
期
を
一
斉
に
迎
え
よ
う
と
す
る

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
つ
い
て
、
集

約
化
や
統
合
、
廃
止
な
ど
、
最
も
良
い

方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

形
は
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら
な
い
公
共

施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の

見
直
し
を
、皆
さ
ん
と
共
に
進
め
ま
す
。　

複数の施設を集約し
利便性と機能を充実

未
来
へ
つ
な
ぐ
わ
が
ま
ち
の
施
設

▲中央公民館

施設の新しい

川
西
市
公
共
施
設
等
あ
り
方
検
討
委
員
会

小
西
砂
千
夫
委
員
長

▲文化会館

ダウンサイジングし
新たな機能もプラス カタチ

▲ふれあいプラザ

特集   子どもたちの未来へ伝えるもの

■考えられる取り組み方策■
①統廃合・複合化②ダウンサイジング（集約化・小規模化）
③多機能化④広域化⑤市民・地域などへの移管⑥民間移
管・活用⑦転用などによる有効利用⑧長寿命化・長期使用
⑨維持管理の効率化⑩住民参画

検討委員会での
議論から見えた
公共施設の再編


